
 - 315 - 

 

令和３年３月予算審査特別委員会 

 

令和３年３月１５日（月曜日） 

 

 

◎ 出欠席委員氏名 

 

     東 海 林  信  弘  委員長       吉  田  芳  美  副委員長 

 

出 席 委 員 （１２名） 

 １番 丹 野 貞 子 委員  ２番 東海林 信 弘 委員  ３番 齋 藤   隆 委員 

 ４番 木 村 章 一 委員  ５番 吉 田 芳 美 委員  ６番 槙   正 義 委員 

 ７番 石 垣 光 洋 委員  ８番 細 矢 誓 子 委員  ９番 阿 部 恭 平 委員 

１０番 松 田 收 作 委員 １２番 佐 藤 修 二 委員 １４番 岡 田 桂 司 委員 

 

欠 席 委 員 （０名） 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 真 木 邦 弘 事 務 局 長  齋 藤   淳 議 事 係 長 

 竹 屋 和 典 総 括 主 任   

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 板 坂 憲 助 教 育 長  真 木  雄 監 査 委 員 

 後 藤   浩 
総 務 課 長 兼 
新庁舎建設課長  宇 野   勝 政 策 推 進 課 長 

 矢 作   勲 税 務 町 民 課 長  堀 米 清 也 健 康 福 祉 課 長 

 秋 場 弘 昭 環 境 防 災 課 長  増 川   仁 
農林振興課長併 
農業委員会事務局長 

 佐 藤 晃 一 商 工 観 光 課 長  須 藤 俊 一 
都市整備課長兼 
新庁舎建設課主幹 

 今 部 憲 治 上 下 水 道 課 長  鈴 木 淳 子 
会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 

 石 山 勝 己 
教 育 主 幹 
兼 指 導 主 事  大 泉 雅 志 

学校教育課長補佐 
兼 管 理 係 長 

 齊 藤 順 子 
学校教育課長補佐 
兼学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 牧 野 隆 博 生 涯 学 習 課 長 
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 真 木 秀 章 
総 務 課 長 補 佐 
兼 総 務 係 長  松 田 浩 一 総 務 課 長 補 佐 
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◎ 委 員 会 日 程 

 

令和３年３月１５日（月） 午前９時開議 

 

 委員会日程第４号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第１７号  令和３年度河北町後期高齢者医療特別会計予算について 

     議第１８号  令和３年度河北町水道事業会計予算について 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第４号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○東海林委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   本日の委員会日程はお手元に配付のとおり

であります。 

○東海林委員長 日程第１、付託案件の審査、採

決を行います。 

○東海林委員長 議第17号令和３年度河北町後期

高齢者医療特別会計予算についてを議題とし

ます。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第17号令和３年度河北町後期高

齢者医療特別会計予算については原案のとお

り決定いたしました。 

○東海林委員長 次に、議第18号令和３年度河北

町水道事業会計予算についてを議題とします。 

   収益的収支及び資本的収支の全款について

の質疑の通告を求めます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第18号令和３年度河北町水道事

業会計予算については原案のとおり決定しま

した。 

   以上で本予算審査特別委員会に付託されま

した８議案についての審査は全て終了しまし

た。 

   お諮りします。 
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   本予算審査特別委員会は議長を除く全議員

で構成されていますので、本会議には審査過

程についての報告を省略し、結果のみを報告

したいと思います。 

   これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本会議には結果のみを報告するこ

ととします。 

○東海林委員長 これにて予算審査特別委員会を

閉会することになりますが、閉会に当たり一

言御礼を申し上げます。 

   去る３月10日から本日まで、各委員の皆様

には終始慎重なご審査をいただき、誠にあり

がとうございました。 

   委員長として不慣れな点も数多くあり、ご

迷惑をおかけしたことも多々あったかと思わ

れますが、委員各位の温かいご理解とご協力

によりまして審査を無事終えることができま

した。心から感謝申し上げます。 

   また、当局におかれましても、終始懇切な

説明に当たられましたことに厚く御礼申し上

げます。 

   活発な審査の過程において各委員からの数

多くの提言がなされましたが、これらの件に

ついては多くの町民の声であると認識し、今

後の町政に十分生かされるよう強く願うもの

であります。 

   以上をもちまして、予算審査特別委員会を

閉会します。 

   ご協力、誠にありがとうございました。 

午前９時０３分  閉 会 

 

 

 

   会議の経過を記載し、その相違のないこと

を証するためここに署名します。 

令和３年３月 

 

  臨 時 委 員 長  松 田 收 作 

 

  予算審査特別委員長  東海林 信 弘 

 

  会 議 録 署 名 委 員  槙   正 義 

 

  会 議 録 署 名 委 員  阿 部 恭 平 

 


